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２ 委員会等の開催状況等



7委員会等の開催状況

【検討項目】

（１） ２０２０年以降に人口減少社会がさらに進行する中で、日本が直面する課題の現状認識をＩＣＴ分野を超えて前広に整理。

（２） ＩoT・ＡＩ・ロボットなど２０３０～２０４０年頃の新時代を展望し、イノベーションにより将来起こりうる未来イメージを制作。

（３） ＷＧ報告を踏まえつつ、未来イメージから逆算する形で、日本の歩むべき道を支えるための情報通信政策のあり方を検討。

IoT・AI・ロボットなどのイノベーションの成果を「産業」や「地
域」の隅々まで浸透させることを通じて、
・ 2020年以降の本格的な人口減少・高齢化社会において生
じうるさまざまな課題解決
・ ICT産業の競争力向上や経済・地域社会の持続的な発展
のために取り組むべき情報通信政策の在り方を検討

IoT・AI・ロボット等が日常生活、職場や公共空間に広く浸透す
る時代を見据え、
・ こうした時代に求められる人材を育成するための教育の在
り方

・ 高齢者・障害者に対するICT利活用支援策等
に関して検討

産業・地域づくりＷＧ 【森川博之主任】 人づくりＷＧ 【安念潤司主任】

ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会
【村井純主査】

高齢者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

高齢者ＳＷＧ
障害者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

障害者ＳＷＧ

12/7, 1/15､2/19、3/16の計４回開催 11/28、12/25、1/24、2/21 ,28、3/22の計６回開催

12/14, 21、1/18の計３回開催

省内若手による「未来デザインチーム」ベンチャー経営者等による「先駆的ＩＣＴに関する懇談会」
コラボ

レーション

未来イメージの提案

12/13, 26, 1/10 , 19、2/13、3/26の計６回開催

政策アイデアの寄与

1/18､2/26の計２回開催

12/11 ,14、1/11 ,15,
2/5 ,7 ,16の計７回開催



8「未来デザインチーム」の概要

情報通信審議会に未来イメージの具体像をインプットすることを目的として、公募により
参加した省内の20～30歳代（課長補佐～係員：平均年齢28.9歳）26名による「未来デザイン
チーム」を平成29年12月に立上げ。

第1回（2017.12.13） 設立趣旨等
顔合わせ、メンバーの考える未来イメージの紹介等

ワークショップガイダンス（2017.12.22）
東京大学i.schoolの横田ディレクターを講師に招き、未
来の「兆し」の見つけ方などをレクチャー

横田幸信 氏
(東京大学
i.school)

第２回（2017.12.26） ワークショップ①
チーム別に未来イメージの基となる「兆し」を発掘し、
暮らし・地域・産業等のグループにまとめてプレゼン

第３回（2018. 1.10） ワークショップ②
グルーピングした「兆し」とテクノロジーを掛け合わせ、
どのような未来社会になるかについて議論＆プレゼン

第４回（2018. 1.19） 幹部と意見交換
議論から出た未来イメージ12種類についてプレゼンし、
チームに分かれて副大臣・政務官・事務次官等と意見交換

（出典）日テレNEWS24

第５回（2018.2.13） 小説執筆に向けて
これまでの議論を「小説」形式で集約する作業を開始

 アイシン精機等との合同ワークショップ（2018.3.20）
アイシン精機等と「モビリティ」をテーマに合同ワーク
ショップを開催

第６回（2018.３.26） 中間とりまとめに向けて
IoT未来づくり検討委員会の中間とりまとめに向け、「小
説」と「未来イメージ」の内容について共有、確認
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